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明
和
四
年 、
八
文
字
屋
は 、
版
木
を
大
坂
の
書
葬
升
屋
に
譲
り 、
浮
世
草
子
は
終
わ
り
を
つ
げ
る 。
宝
暦
·
明
和
•
安
永
期
は 、
こ
れ
に
か
わ
り 、
草
双
紙
・
酒
落
本
・
狂
歌
等
の
怪
文
学
が
主
流
を
占
め 、
や
が
て 、
寛
政
の
改
革
を
ヘ
て 、
文
学
界
は
後
期
読
本
時
代
へ
と
移
行
す
る 。
ま
た 、
こ
の
宝
暦
か
ら
安
永
に
か
け
て
は 、
そ
の
読
物
と
し
て
の
欠
落
を
補
う
べ
く 、
実
録
が
も
っ
と
も
そ
の
形
を
整
え
つ
つ
繁
栄
し
た
時
期
で
も
あ
る 。
享
保
七
年 、
幕
府
の
発
し
た
出
版
取
締
令
に
よ
っ
て 、
徳
川
氏
関
係
の
事
柄
や 、
世
上
の
噂 、
実
際
の
事
件
等
を
素
材
と
し
た
作
品
は 、
す
べ
て
公
刊
を
禁
止
さ
れ 、
そ
の
結
果 、
そ
れ
ら
は
す
べ
て 、
貸
本
屋
の
手
を
通
し
て
写
本
と
い
う
形
で
読
者
に
与
え
ら
れ
た 。
そ
し
て 、
そ
の
多
く
は
講
釈
師
の
口
述
を
書
き
留
め
た
講
談
台
本
を
書
写
し
た
も
の
で
あ
る 。
多
く
の
人
は 、
講
釈
を
聞
い
て
満
足
し 、
字
が
読
め
る
者
は 、
専
ら
歌
舞
伎
．
浄
瑠
璃
種
の
末
期
浮
世
草
子
に
飽
き
足
ら
ず 、
か
つ
て
の
浮
世
草
子
が
扱
っ
た
時
事
性
・
物
語
性
を
写
本
に
読
ん
だ
の
で
あ
る 。
と
こ
ろ
で 、
同
じ
こ
の
時
期
に
あ
っ
て 、
仏
教
長
編
説
話
と
分
類
さ
れ
る
一
は
じ
め
に
ー
ー
そ
の
影
響
関
係
に
つ
い
て
ー
ー、
近
世
中
期
勧
化
本
と
草
双
紙
江
戸
時
代 、
陰
陽
家 、
占
術
師
の
間
で
珍
重
さ
れ
た
書
に
『
篤
簗
内
伝
』
（『
篤
簗
』
『
筐
簗
袖
裏
伝
』
『
金
烏
玉
兎
集
』
『
三
国
相
伝
陰
陽
轄
轄
篤
簗
内
伝
一
、
仮
名
草
子
か
ら
勧
化
本
へ
群
の
本
が
あ
る 。
後
小
路
薫
氏
な
ど
は 、
こ
の
種
の
も
の
を
「
近
世
勧
化
本」
（
注
1
)
と
も
総
称
さ
れ
る 。
こ
れ
ら
は 、
浄
土
宗・
日
蓮
宗・
真
宗
な
ど
の
説
教
僧
が 、
民
衆
教
化
の
た
め
に 、
中
世
以
来
の
本
地
物
・
仮
名
草
子
・
説
径
浄
瑠
璃
·
義
太
夫
正
本
な
ど
を
も
と
に 、
そ
こ
に
潤
色
を
加
え
て
説
法
の
種
本
と
し
た
も
の
を 、
書
葬
が
刊
本
と
し
て
出
版
し
た
作
品
群
で
あ
り 、
同
時
期
の
実
録
と
性
格
を
異
に
す
る 。
中
村
幸
彦
氏
に
よ
っ
て 、
こ
れ
ら
の
一
群
が 、
中
国
白
話
小
説
と
な
ら
ん
で 、
文
化
年
間 、
馬
琴 、
京
伝
ら
の
後
期
読
本
発
生
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
（
注
2
)
た
こ
と
が
考
証
さ
れ
て
い
る
が 、
そ
れ
で
は 、
さ
ら
に
同
時
代
的
に
草
双
紙
と
の
関
連
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か 。
本
稿
で
は 、
こ
の
点
に
就
い
て 、
深
蓮
社
の
僧
誓
誉
著
わ
す
所
の
勧
化
本
『
安
倍
仲
麿
入
唐
記
』
『
泉
州
信
田
白
狐
伝
』
と 、
そ
礼
と
同
じ
素
材
を
扱
う
黒
本
・
青
本
の
比
較
を
中
心
と
し
て
考
察
し
て
い
き
た
い 。
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金
烏
玉
兎
集』
と
も）
が
あ
る。
近
世
期
に
出
版
さ
れ
た
多
く
の
暦
注
案
内
書
は、
い
ず
れ
も
本
書
を
参
照
に
し
た
ほ
ど
で、
し
た
が
っ
て、
慶
長
十
七
年
に
（
注
3
)
版
行
さ
れ
て
以
来、
十
数
種
も
の
刊
本
が
あ
る。
こ
の、
世
に
広
く
流
布
し
た
『
金
烏
玉
兎
集
』
を
め
ぐ
っ
て
の
話
は、
竹
田
出
雲
作
の
浄
瑠
璃
『
薦
屋
道
満
大
内
鑑』
（
享
保
十
九
年
竹
本
座
初
演）
が
有
名
で
あ
る
が、
近
世
中
期
に
至
っ
て、
そ
の
舞
台
を
天
竺・
厨・
日
本
の
三
国
に
と
り、
こ
の
書
の
三
国
相
伝
の
由
来
を
扱
っ
た
作
品
が
現
れ
る。
武
州
川
崎
在
住
の
唱
導
僧
の
手
に
な
る
『
安
倍
仲
麿
入
唐
記』
（
宝
暦
十
年
序）、
『
泉
州
信
田
白
狐
伝』
（
宝
暦
七
年
刊）
が
そ
れ
で
あ
る。
天
竺
で
は
釈
迦
が
文
殊
へ
相
伝
し、
唐
で
は
文
殊
か
ら
伯
道
上
人
へ、
そ
し
て、
こ
れ
を
日
本
へ
招
来
し
よ
う
と
安
倍
仲
麿
が
入
肝
し
た
が
呆
た
さ
ず、
再
び
吉
備
真
備
が
入
唐
し
て、
囲
碁・
文
選・
野
馬
台
之
詩
と
隷
題
を
克
服
し
て
持
ち
帰
っ
た
と
す
る。
そ
し
て、
後
年、
仲
麿
の
子
孫
で
あ
る
安
部
睛
明
が
入
附
し
て、
伯
道
よ
り
『
金
烏
玉
兎
集
』
の
伝
を
授
か
る
と
い
う
の
で
あ
る。
こ
の
三
国
を
舞
台
と
し
時
間
的
に
も
広
が
り
を
持
つ
雄
大
な
伝
奇
物
語
に
は、
し
か
し、
先
跛
作
品
が
あ
る。
『
泉
州
信
田
白
狐
伝
』
の
凡
例
に
は、
「
此
書
ハ
老
婆
勧
誘
ヲ
本
ト
ス
ル
故
證
0
0
0
 
書
ヲ
引
用
セ
ザ
レ
ド
モ
多
ク
ハ
罷
山
神
社
考
二
因
ル
」
と
あ
り、
ま
た、
「
世
0
0
0
 0
 
二
晴
明
物
語
卜
云
草
紙
二
有
ル
分
ハ
彼
書
ニ
ュ
ヅ
リ
テ
此
二
略
ス
」
と
も
記
。
。（
注
4
)
す。
さ
ら
に、
本
文
中
に
「
睛
明
朝
臣
撰
所
ノ
篇
簗
二
」
と
あ
る
よ
う
に、
こ
の
物
語
の
骨
子
と
も
な
る
話
は、
林
羅
山
の
『
本
朝
神
社
考』
「
安
倍
睛
明」
の
条、
浅
井
了
意
作
と
さ
れ
る
仮
名
草
子
『
安
倍
睛
明
物
語
』（
買
文
二
年
刊）、
及
び
『
篤
簗
内
伝』
由
来
の
章
に
記
さ
れ
る
も
の
な
の
で
あ
る。
『
篤
揺
内
伝』
と、
そ
れ
に
注
解
を
施
し
た
仮
名
抄
で
あ
る
『
笥
揺
抄
』、
及
び
『
安
倍
睛
明
物
語
』
の
関
係
に
就
い
て
は、
渡
辺
守
邦
氏
に
詳
細
な
論
が
（
注
5
)
備
わ
る。
今、
そ
れ
に、
『
本
朝
神
社
考』
を
加
え
て
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る。
量
鍍
内
伝
』
に
は、
「
亨
叡
芦
噂
貫
士
鱈
誓
明
朝
臣
入
廂
伝」
と
し
て、
そ
の
由
来
を
載
せ
る
も
の
が
あ
る。
安
部
睛
明
は、
平
安
朝
以
来、
賀
茂
家
と
と
も
に
陰
陽
道
を
取
り
仕
切
っ
て
き
た
土
御
門
家
の
祖
と
さ
れ
る
人
物
で
あ
り、
こ
の
書
が、
由
緒
正
し
き
こ
と
を
晴
明
捩
と
し
て
仮
託
し
た
の
で
あ
る。
ま
た、
『
本
朝
神
社
考』
「
安
倍
睛
明」
の
条
前
半
部
（
約
二
丁
分）
は、
『
大
鏡』
『
古
今
著
間
集
』
『
発
心
集
』
等
よ
り
睛
明
に
関
す
る
話
を
引
用
す
る
が、
後
半
部
（
約一
丁
半
分）
は、
そ
の
本
文
に、
「
陰
陽
家
有
二
書→
名
曰二
金
烏
玉
兎
集→
又
名
窟
箋
袖
裡
伝→
余
平
日
不＞
喜二
雑
書
f
一
日
偶
閲二
此
書―
メ
ノ
，
7（
注
7
)
9
ニ
フ
ト
モ
テ
ノ
蕪
浸
不＞
可＞
言
也。
然
以ー一
世
俗
所＞
称
説一
故。
聯
此
記ー一
其
略ー
云」
と
あ
る
よ
う
に、
こ
の
『
箇
鍍
内
伝』
由
来
の
章
に
拠
っ
て
睛
明
の
伝
を
立
て
る。
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
る
の
は、
囚
晴
明
の
入
暦、
伯
道
よ
り
金
烏
玉
兎
集
の
伝
授、
道
満
と
睛
明
の
妻
と
の
密
通、
金
烏
玉
兎
集
を
め
ぐ
っ
て
の
晴
明
と
道
満
の
賭
録、
晴
明
の
落
命
と
伯
道
に
よ
る
綜
生、
道
満
の
落
命
で
あ
る。
こ
れ
に
対
し、
解
説
書
で
あ
る
『
筐
鍍
抄』
由
来
の
章
で
は、
さ
ら
に、
⑱
金
烏
玉
兎
集
の
天
竺
よ
り
暦
へ
の
伝
来、
©
金
烏
玉
兎
集
を
求
め
て
の
安
倍
仲
麿、
吉
価
大
臣
の
入
肘、
⑪
陪
明
が
安
部
の
菫
子
で
あ
っ
た
頃
の
話、
⑩
玉
藻
前
説
話
が
増
補
さ
れ、
⑱
↓
＠
↓
⑪
↓
®
↓
い
と
い
う
順
序
と
な
る。
『
続
日
シ
テ
ク
ツ
キ
テ
本
紀
』
（
宝
亀
六
年
十
月
二
日）
に
「
従＞
使
入
胚。
留
学
受＞
業。
研コ
覧
経
0
0
ビ
0
0
 
翌
該コ
渉
衆
芸→
我
朝
学
生
聾
名
暦
鳳
者。
唯（
吉
備）
大
臣
及
朝
衡
（
仲
（
注
8
)
麿）
二
人
而
己」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に、
仲
磨、
吉
価
は、
日
本
と
大
陸
の
交
渉
史
上、
最
も
重
要
な
人
物
で
あ
っ
た
の
で
あ
り、
ま
た、
吉
備
は、
わ
が
国
の
陰
陽・
遁
甲
の
術
の
始
祖
的
存
在
（『
新
猿
楽
記
』）
で
あ
っ
た。
二
者
が、
こ
の
書
に
か
か
わ
っ
た
こ
と
で、
『
金
烏
玉
兎
集
』
の
価
値
は
さ
ら
に
高
ま
っ
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た
の
で
あ
る。
そ
し
て、
こ
の
『
篤
鍍
抄
』
由
来
の
章
の
⑩
を
除
き、
時
間
的
整
合
を
は
か
っ
て
芦叫
み
も
の
と
し
て
の
物
語
化
を
行
っ
た
の
が
『
安
倍
睛
明
物
居
』
の
巻
一
ノ
一
よ
り
巻
三
ノ
ニ
で
あ
る。
仮
名
草
子
『
安
倍
晴
明
物
語
』
の
作
者
と
さ
れ
る
浅
井
了
意
は、
ま
た、
真
宗
大
谷
派
の
唱
導
家
で
も
あ
っ
た
が、
宝
暦
期
に
入
り、
以
上
の
素
材
が、
説
法
談
義
の
た
め
の
も
の
と
し
て
利
用
さ
れ、
『
安
倍
仲
麿
入
唐
記
』
『
泉
州
信
田
白
狐
伝
』
と
い
う
作
品
を
生
む
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る。
と
こ
ろ
で、
『
蓋
築
内
伝
』
『
筐
簗
抄
』
『
本
朝
神
社
考
』
『
安
倍
晴
明
物
語
』
は、
と
も
に、
江
戸
期
を
通
し
て
よ
く
行
な
わ
れ
た
書
で、
『
安
倍
仲
麿
入
唐
記
』
『
泉
州
信
田
白
狐
伝
』
刊
行
当
時
も、
並
列
し
て
読
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る。
よ
っ
て、
こ
れ
ら
の
書
と、
た
か
だ
か
十
数
丁
の
黒
本
・
青
本
を
比
較
す
る
場
合、
漠
文、
漠
字
片
仮
名
混
じ
り、
仮
名
書
き、
和
漠
混
滑
文
と
文
体
の
違
い
は
あ
る
に
し
ろ、
物
語
の
大
筋
だ
け
を
追
え
ば、
大
同
小
異
と
な
っ
て、
ど
れ
を
典
拠
と
し
た
か
見
極
め
鱈
い
も
の
と
な
る。
し
か
し、
『
安
倍
仲
麿
入
唐
記
』
『
泉
州
信
田
白
狐
伝
』
で
は、
新
た
な
人
物、
趣
向
が
設
け
ら
れ、
先
行
書
に
は
な
か
っ
た
人
物
の
心
理
描
写
な
ど
も
書
き
加
え
ら
れ
て
い
く。
こ
れ
ら
の
点
を
拠
り
所
と
し
て、
次
に
『
安
倍
仲
麿
入
唐
記
』
と
同
材
を
扱
う
青
本
に
就
い
て、
そ
の
影
響
関
係
を
探
っ
て
行
き
た
い。
二
、
青
本
『
吉
備
大
臣
』
と
『
安
倍
仲
麿
入
唐
記
』
安
倍
仲
麿、
吉
備
大
臣
の
入
唐
説
話
を
扱
う
青
本
に、
東
北
大
学
狩
野
文
庫
蔵
『〔
吉
備
大
臣〕
』
が
あ
る。
題
綬
は
後
の
も
の
で
「
吉
備
大
臣
」
ま
で
が
判
続
で
き
る
が
以
下
岸
耗
で、
正
確
な
外
題
を
知
り
得
な
い
。
柱
刻
に
は
「
中」
と
あ
っ
て、
こ
れ
は、
安
倍
仲
麿
の
「
仲
」
を
表
わ
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る。
刊
年
に
つ
い
て
も
未
詳
で
あ
る
が、
一
丁
表
・
六
丁
表
・
十
一
丁
表
そ
れ
ぞ
れ
の
匡
郭
上
に
記
さ
れ
る
屋
標
よ
り、
鱗
形
屋
が
版
元
で
あ
る
こ
と
が
知
れ
る。
ま
た、
両
者
に
つ
い
て
は、
十
五
丁
裏
に、
「
全
部
三
巻
鳥
居
清
倍
筆」
と
あ
る。
本
書
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
書
名
は、
『
日
本
小
説
占
目
年
表
』
に
も
見
あ
た
ら
ず、
原
題
名、
刊
年、
と
も
に
明
確
で
な
い
が、
そ
の
梗
概
を
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る。
安
倍
仲
麿
は、
勅
詑
に
よ
っ
て、
め
の
と
荒
木
八
郎
高
直
と
と
も
に
屑
へ
渡
る。
玄
宗
皇
帝
は、
日
本
か
ら
の
貢
物
が
少
な
い
の
を
不
満
に
息
い、
臣
万
戸
・
千
戸
に
仲
麿
を
日
本
へ
帰
さ
な
い
よ
う
申
し
つ
け
る
。
千
戸
は、
虎
に、
仲
麿
を
喰
わ
せ
よ
う
と
す
る
が
失
敗
し、
仲
麿
・
荒
木
を
げ
き
よ
う
山
に
追
い
つ
め
矢
を
射
か
け
る。
矢
に
当
っ
た
仲
麿
は、
淡
海
の
海
岸
に
辿
り
着
き、
「
あ
ま
の
は
ら
ふ
り
さ
け
み
れ
ば
か
す
が
な
る
み
か
さ
の
山
に
い
で
し
月
か
も」
と
辞
世
の
歌
を
詠
み、
書
罹
と
太
刀
を、
息
子
の
月
満
丸
に
渡
す
よ
う
荒
木
に
言
い
残
し
て
死
ぬ
。
荒
木
は
暦
に
残
っ
て
敵
を
討
つ
決
心
を
す
る。
こ
の
時、
住
吉
明
神
が
鳳
凰
と
な
っ
て
現
わ
れ、
書
罹
と
太
刀
を
く
わ
え
て
日
本
へ
飛
び
去
る
（
五
丁
裏）。
朝
廷
は、
仲
麿
が
日
本
へ
帰
ら
な
い
の
で、
再
び
吉
備
大
臣
を
遣
麿
使
と
し
て
派
遣
す
る。
書
置
を
見
た
月
満
丸
は、
吉
備
の
小
姓
と
な
っ
て
と
も
に
圃
へ
渡
る
(
+
丁
裏）。
万
戸
は、
吉
備
に、
野
馬
台
之
詩
が
読
め
な
い
時
は
設
す
と
も
ち
か
け
る
が、
長
谷
観
音
の
功
力
で
難
を
脱
す
る。
こ
の
時、
物
影
よ
り
月
満
丸
が
飛
び
出
し
万
戸
を
討
つ
。
吉
備
と
月
満
丸
は、
荒
木
と
出
合
い、
三
人
は
日
本
の
神
々
の
加
護
に
よ
っ
て
め
で
た
＜
帰
朝
す
る
（
十
五
丁
裏）。
仲
麿、
吉
備
の
入
麿
目
的
が、
金
烏
玉
兎
集
を
得
る
た
め
と
記
さ
れ
ず、
趣
向
に
於
い
て
も
異
な
る
部
分
が
あ
る
が、
大
筋
の
流
礼
は、
『
安
倍
晴
明
物
語
』
巻
一
ノ
三
し
巻
ニ
ノ
ニ
、
『
安
倍
仲
麿
入
唐
記
』
と
類
似
す
る。
も
っ
と
も、
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な
か
丸
の
み
だ
い、
つ
ま
の
ふ
み
を
み
て
な
げ
き
大
か
た
な
ら
ず。
金
烏
玉
兎
集
が
関
与
せ
ず、
入
唐
し
た
吉
備
に、
囲
碁、
文
選、
野
馬
台
之
詩
と
次
々
に
難
題
が
も
ち
こ
ま
れ、
こ
れ
を
赤
鬼
と
な
っ
た
仲
麿
が
助
け
る
と
い
う
説
話
は、
古
く、
『
江
談
抄』
第
三
に
見
え、
こ
の
系
統
を
引
く
『
吉
備
大
（
注
9)
臣
物
語
』
（
大
東
急
記
念
文
庫
蔵）、
『
吉
備
大
臣
入
唐
絵
詞
』
に
も
見
え
る。
ま
た、
江
戸
期
に
入
る
と、
『
歌
行
詩
諺
解』
（
貞
享
元
年
刊）、
『
長
恨
歌
詳
解』
（
貞
享
二
年
刊）
な
ど
の
刊
本
に、
長
恨
歌、
長
恨
歌
伝、
琵
琶
行
と
と
も
に
（
注
10)
野
馬
台
之
起
と
し
て、
こ
の
説
話
が
附
さ
れ
る
よ
う
に
な
る。
つ
ま
り、
『
萱
謡
抄』
『
安
倍
晴
明
物
語
』
と
は
別
の
ル
ー
ト
で
も、
こ
の
説
話
が
流
布
し
て
い
く
の
で
あ
る。
よ
っ
て、
青
本
『
吉
備
大
臣
』
の
典
拠
を
探
る
場
合、
こ
れ
ら
の
書
を
も
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る。
さ
て、
以
上
の
書
を
比
較
す
る
と、
大
筋
で
は
類
似
す
る
も
の
の
細
か
い
点
に
於
い
て
出
入
が
見
ら
れ、
青
本
『
吉
備
大
臣
』
と
完
全
に
一
致
す
る
も
の
は
な
い。
し
か
し、
青
本
『
吉
備
大
臣
』
と
『
安
倍
仲
麿
入
唐
記
』
の
間
に
は、
両
書
に
し
か
見
ら
九
な
い
趣
同
が
あ
る。
両
書
に
は、
と
も
に
仲
麿
の
妻
子
が
登
場
し、
こ
れ
ら
の
人
物
が、
物
語
に
絡
ん
で、
筋
の
展
開
の
上
で
―
つ
の
山
場
を
創
り
上
げ
る
の
で
あ
る。
そ
し
て、
仲
麿
の
子
の
名
を、
青
本
『
吉
備
大
臣
』
は、
「
月
み
つ
丸」
と
し、
『
安
倍
仲
麿
入
唐
記
』
は、
「
満
月
丸」
と
す
る。『
安
倍
仲
麿
入
唐
記
』
で
は、
仲
麿
渡
唐
の
間、
仲
麿
の
兄
好
根
が、
家
を
押
領
せ
ん
と
仲
麿
の
妻
に
言
い
寄
り、
叶
わ
ぬ
と
き
は
満
月
丸
を
殺
す
と
迫
る
が、
仲
麿
の
妻
は、
夫
へ
の
貞
操
を
守
っ
て
自
ら
命
を
断
つ
と
い
う
趣
向
を
設
け
る。
こ
の
夫
を
厨
土
へ
送
っ
た
た
め
に
起
き
た
悲
剌
は、
青
本
『
吉
備
大
臣
』
に
は
記
さ
れ
な
い
が、
異
郷
で
夫
を
失
っ
た
親
子
の
悲
し
み
を
次
の
よ
う
に
記
す。
あ
ま
り
こ
ひ
し
さ
に、
は
ん
ご
ん
か
う
を
た
き
た
ま
へ
ば、
か
う
の
け
む
り
に
う
つ
り
て、
ま
ぽ
ろ
し
の
ご
と
く
な
か
丸
の
す
が
た
あ
ら
わ
れ、
さ
い
ご
の
も
の
が
た
り
し
給
ふ。
き
み
に
わ
か
れ
て
此
身
は
な
ん
と
な
り
ま
せ
う
ぞ
い
の。
あ
さ
ま
し
の
う
き
よ
や
の
う。
か
ミ
様、
ち
A
う
へ
は、
も
ろ
こ
し
に
て
御
は
て
な
さ
れ
ま
し
た
か。
こ
れ
は
ま
あ
か
な
し
い
事
で
ご
ざ
ん
す。
（
六
丁
裏
・
七
丁
表）
ま
た、
凌
雲
閣
の
楼
上
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
仲
麿
が、
唐
土
か
ら
故
郷
の
妻
子
を
思
っ
て
辞
世
の
歌
を
詠
む
場
面
の
心
理
描
写
を、
『
安
倍
仲
麿
入
唐
記
』
（
注
11)
は
次
の
よ
う
に
す
る。
今
日
命
終
卜
思
ワ
レ
ケ
レ
バ
、
サ
ス
ガ
古
郷
ノ
ナ
ッ
カ
シ
ク、
某
斯
卜
ハ
知
リ
玉
ワ
デ、
我
ガ
君
ノ
待
チ
玉
ワ
ン
御
ナ
ッ
カ
シ
ヤ
シ
タ
ワ
シ
ャ。
春
日
野
ノ
妻
ヤ
子
ノ
サ
ゾ
ヤ
待
ラ
ン
不
便
ヤ
ト、
君
命
ト
ハ
云
ナ
ガ
ラ
我
生
国
ノ
秋
津
洲
ヲ
熊
レ
外
土
ノ
塵
ト
ナ
リ
呆
ツ
ル
ハ
、
抑
ヤ
因
果
力
天
命
カ
（
中
略）
血
ノ
泊
卜
共
二
残
コ
セ
ル
一
首
ニ
モ
我
子
ヲ
亡
レ
兼
ナ
ガ
ラ
満
月
丸
ノ
名
ニ
ョ
ソ
ヱ
、
古
郷
春
日
野、
三
笠
山
二
、
夫
婦
詠
シ
満
月
モ
今
二
見
ル
月
モ
更
ラ
ネ
ド
更
リ
果
タ
ル
身
ノ
上
卜、
カ
コ
ツ
泊
卜
諸
共
二
一
首
ノ
薔
ゾ
ア
ワ
レ
ナ
ル
。
（
巻
二
）
『
百
人
一
首』
に
も
載
る
こ
の
有
名
な
歌
は、
『
古
今
集
』
の
左
注
に
拠
れ
ば、
暦
土
で
長
年
を
お
く
っ
た
仲
麿
が、
日
本
か
ら
の
使
節
と
と
も
に
帰
朝
す
る
折、
明
州
の
海
岸
で
詠
ん
だ
も
の
と
さ
れ
て
い
る。
こ
れ
を
楼
上
に
幽
閉
さ
れ
た
時
の
歌
と
し
た
の
が
『
江
談
抄』
か
ら
『
安
倍
睛
明
物
語
』
に
至
る
物
語
類
で
あ
る
が、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
妻
子
を
思
っ
て
の
歌
と
は
し
な
い。
『
古
今
集
』
で
は、
送
別
の
宴
で
の
歌
と
さ
れ、
「
た
け
た
か
く
余
情
か
ぎ
り
な
し
」
（『
応
永
抄』）
と
も
評
さ
れ
た
こ
の
歌
が、
中
世
物
語、
仮
名
草
子
で
は、
楼
上
で
の
切
な
る
望
郷
の
思
い
を
込
め
た
歌
と
な
り、
『
安
倍
仲
麿
入
唐
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記
』
に
至
っ
て、
妻
子
へ
の
思
い
を
詠
ん
だ
歌
へ
と
変
貌
す
る
。
こ
の
一
首
を
め
ぐ
っ
て
一
種
の
愁
嘆
場
が
形
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
が、
こ
れ
は、
青
本
『
吉
備
大
臣
』
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
。
青
本
『
吉
備
大
臣
』
は、
こ
の
歌
を、
「
も
ろ
こ
し
に
て
あ
べ
の
仲
丸
じ
せ
い
の
奇
」
と
し、
仲
丸
は
荒
木
に
「
い
の
ち
な
が
ら
ゑ
て、
月
み
つ
丸
を
も
り
た
て、
わ
が
か
た
き
を
う
っ
て
く
れ
よ
」
と
遺
言
す
る
。
場
所
が
淡
海
の
海
岸
と
な
っ
て
い
る
の
が、
『
安
倍
仲
麿
入
唐
記
』
の
楼
上
と
相
違
す
る
が、
絵
で、
荒
木
が
目
頭
を
押
え
て
お
り、
異
国
で、
子
を
思
い
つ
つ
無
念
の
死
を
遂
げ
る
場
面
と
な
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も、
こ
の
二
書
に
共
通
す
る
場
面
は、
多
分
に
演
劇
的
で
あ
り、
先
行
の
歌
舞
伎
．
浄
瑠
璃
か
ら
の
趣
向
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
事
実、
『
歌
舞
（
注
12)
伎
細
見
』
に
は、
「
此
の
伝
説
（
『
吉
備
公
入
肘
草
子
』
所
載
）
を
仕
組
ん
だ
も
の
に
古
く
は
宇
治
加
賀
捺
語
物
の
古
浄
瑠
璃
に
『
吉
備
大
臣
』
あ
り
」
と
記
さ
（
注
13)
れ、
『
歌
舞
伎
年
表
』
に
拠
れ
ば、
元
禄
十
年
十
一
月
江
戸
中
村
座
で
『
阿
部
の
仲
丸
』、
元
文
三
年
四
月
大
坂
あ
や
め
座
で
『
阿
部
仲
麿
養
老
瀧
』
が
そ
れ
（
注
14)
ぞ
れ
上
演
さ
れ
て
い
る
。
ま
た、
『
世
界
網
目
』
に
は、
「
旦
噂
安
部
仲
麿
三
這
謬」
と
し
て、
土
佐
正
本
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
す。
こ
れ
ら
は
す
べ
て、
正
本
・
台
帳
と
も
に
伝
わ
ら
ず、
そ
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し、
土
佐
正
本
『
安
部
仲
麿
』
が、
一
名
『
養
老
』
と
言
う
こ
と、
ま
た、
歌
舞
伎
に
『
阿
部
仲
麿
養
老
瀧
』
が
あ
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
仲
麿
が
入
麿
し
た
の
は
養
老
元
年、
『
十
訓
抄
』
六、
『
古
今
著
聞
集
』
巻
八
に
拠
れ
ば、
こ
の
年、
薪
を
売
っ
て
老
父
を
養
う
孝
子
が、
そ
の
徳
に
よ
っ
て
美
濃
の
山
中
で
酒
の
泉
を
発
見
し
た
と
い
う。
年
号
を
共
通
点
と
し
て、
仲
麿
説
話
と
孝
子
輝
が
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が、
こ
の
漿
老
瀧
伝
説
は、
実
は、
『
安
倍
仲
麿
入
唐
記
』
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は、
江
戸
中
期
に
も、
仲
麿
入
唐
説
話
を
扱
っ
た
歌
舞
伎
．
浄
瑠
璃
が
上
演
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
考
え
さ
せ
る
。
ま
た、
青
本
『
吉
備
大
臣
』
で
は、
荒
木
の
剛
勇
ぶ
り
を
「
さ
て
／
＼
ち
か
ら
の
つ
よ
い
や
つ
か
な
。
ゑ
に
か
い
た
ゑ
び
ぞ
う
と
や
ら
が
よ
ふ
だ
」
（
四
丁
表
）、
「
日
本
の
ゑ
び
ぞ
う
と
や
ら
よ
り
つ
よ
い
ぼ
う
づ
め
だ
」
（
十
四
丁
裏
）
と
し、
絵
に
見
え
を
切
る
荒
木
を
描
き、
あ
た
か
も
舞
台
で
海
老
蔵
（
二
世
市
川
（
注
15)
団
十
郎
）
が
荒
木
を
演
じ
た
か
の
よ
う
に
記
す。
さ
ら
に、
『
安
倍
仲
麿
入
唐
記
』
で
は、
玄
宗
皇
帝
の
悪
臣
を、
安
禄
山、
楊
国
忠
と
す
る
が、
青
本
『
吉
備
大
臣
』
で
は、
万
戸、
千
戸
と
す
る
。
こ
れ
は、
は
や
く、
幸
若
『
大
織
冠
』
に
「
千
人
が
大
将
を
千
戸
と
言
ひ
、
万
人
（
注
16)
が
大
将
を
万
戸
と
名
づ
く
」
と
見
え、
同
様
の
詞
章
が、
近
松
の
『
大
聰
冠
』
（
正
徳
元
年
十
月
頃
大
坂
竹
本
座
上
演
）、
そ
の
改
作
物
で
あ
る
『
万
戸
将
軍
唐
日
記
』
（
延
享
四
年
三
月
大
坂
豊
竹
座
初
演
）、
ま
た、
嗽
舞
伎
に
於
い
て
は
『
面
向
不
背
玉
』
（
元
禄
十
年
初
演
ヵ
）
に
も
載
る。
そ
し
て、
近
松
の
『
大
眠
冠
』、
『
万
戸
将
軍
唐
日
記
』
で
は、
海
士
の
名
を
「
満
月
」
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
は、
玉
取
り
説
話
を
骨
子
と
す
る
も
の
で、
そ
の
扱
う
世
界
も、
青
本
『
吉
備
大
臣
』
と
同
じ
で
な
い
が、
登
場
人
物
の
名
に
於
い
て
一
致
す
る
も
の
が
あ
る
。
仲
麿
辞
世
歌
の
場
面
が
愁
嘆
場
を
息
わ
せ
る
な
ど
『
安
倍
仲
麿
入
唐
記
』、
青
本
『
吉
備
大
臣
』
と
も
に
演
刺
色
が
濃
い
。
あ
る
い
は、
同
材
を
扱
っ
た
歌
舞
伎
．
浄
瑠
璃
が
あ
り、
そ
れ
が
同
時
代
的
に
二
つ
の
作
品
に
反
映
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た、
冒
頭
に
記
し
た
よ
う
に
青
本
『
吉
備
大
臣
』
の
刊
年
は
不
明
で、
『
安
倍
仲
麿
入
圃
記
』
と
の
前
後
関
係
も
明
ら
か
に
し
え
な
い
。
し
か
し、
同
材
を
扱
っ
た
後
年
の
歌
舞
伎
で、
そ
の
内
容
が
明
ら
か
な
瀬
川
如
皐
作
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『
金
烏
玉
兎
倭
入
船』
（
嘉
永
五
年
正
月
江
戸
中
村
座
上
演）、
河
竹
黙
阿
弥
作
『
吉
備
大
臣
支
那
靡』
（
明
治
八
年
五
月
河
原
崎
座
上
演）
な
ど
に
は、
こ
の
場
面
は
見
ら
れ
な
い。
『
安
倍
仲
麿
入
唐
記
』
に
先
立
つ
浄
瑠
璃
『
菅
原
伝
授
手
習
鑑
』
（
延
享
三
年
八
月
大
坂
竹
本
座
初
演、
翌
年
江
戸
肥
前
座
で
上
演
さ
れ
大
当
り
を
と
る）
四
段
目
は、
松
王
が、
わ
が
子
小
太
郎
を
菅
秀
オ
の
身
替
り
に
死
な
せ
た
悲
し
み
を
述
べ
る
寺
小
屋
の
場
面
で
有
名
で
あ
る。
ま
た、
こ
の
わ
が
子
を
身
替
り
に
し
て
首
実
検
に
供
え
る
と
い
う
趣
向
は、
『一
谷
諏
軍
記
』
（
宝
暦
元
年
十
二
月
大
坂
翌
竹
座
初
演）
に
も
見
え、
愁
嘆
場
と
し
て
の
見
せ
場
と
な
っ
て
い
る。
演
劇
界
に
於
い
て
は、
こ
の
時
期、
こ
の
よ
う
な
親
子
死
別
の
趣
向
が
好
ん
で
用
い
ら
れ
て
い
た。
し
か
し、
人
物
の
心
理
を
細
か
く
描
い
て
人
々
の
心
を
捉
え
た
の
が
勧
化
本
の
特
色
の
―
つ
で、
読
本
作
者
も
こ
れ
に
習
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
た。
ま
た、
勧
化
本
は、
唱
導
の
た
め
の
種
本
と
し
て
の
目
的
も
あ
っ
て、
人
々
の
泊
を
誘
う
場
面
も
必
要
で
あ
る。
『
安
倍
仲
麿
入
唐
記
』
で
は、
吉
備
が
囲
碁
を
打
つ
場
面
で
も、
相
手
の
玄
東
に
隆
昌
女
と
い
う
妻
が
あ
っ
た
と
し、
夫
の
勝
ち
を
願
う
あ
ま
り
黒
石
を
一
っ
盗
む
折
の
心
理
描
写
を
行
っ
て
い
る。
仲
麿
と
そ
の
妻
子
の
死
別
の
場
面
は、
演
剌
的
で
あ
り、
そ
の
方
面
か
ら
の
影
響
も
考
え
ら
れ
る。
し
か
し、
そ
れ
は
ま
た、
当
時
の
好
尚
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
り、
『
安
倍
仲
麿
入
唐
記
』
に
於
い
て
創
作
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る。
そ
し
て、
黒
本
・
青
本
作
者
が、
こ
れ
も
子
女
を
対
象
と
す
る
こ
と
か
ら、
そ
れ
を
取
り
入
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か。
三、
青
本
『
阿
部
晴
明
一
代
記
』
と
『
泉
州
信
田
白
狐
伝』
金
烏
玉
兎
集
を
求
め
て、
安
倍
仲
麿、
吉
備
大
臣
が
入
唐
す
る
の
が
『
安
倍
仲
麿
入
唐
記
』
で
あ
っ
た
が、
『
泉
州
信
田
白
狐
伝
』
は、
仲
麿
の
後
身
で
あ
る
安
部
の
菫
子
が
成
長
し
て
睛
明
と
な
り、
入
暦
し
て
伯
道
よ
り
玉
兎
集
の
伝
を
授
か
る
こ
と
を
そ
の
骨
子
と
す
る。
そ
し
て、
こ
れ
と
大
筋
に
於
い
て
重
な
る
部
分
を
持
つ
の
が、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
阿
部
晴
明一
代
記
』
で
あ
る。
本
書
を
『
国
書
総
目
録
』
は
黄
表
紙
に
分
類
し、
そ
の
刊
年
を
寛
政
四
年
と
す
る
が、
一
・
六
・
十
六
・
ニ
十一
丁
表
そ
れ
ぞ
れ
に
鱗
形
屋
の
屋
標
が
あ
り、
後
に、
蔦
屋
が
版
木
を
譲
り
受
け、
青
本
を
改
装
再
版
し
た
も
の
で
あ
る。
本
書
に
は
序
文
が
城
り、
作
者
自
ら
が
そ
の
創
作
意
識
を
述
べ
て
い
る
の
で
次
に
そ
れ
を
引
用
す
る。
信
太
妻
と
い
へ
る
草
紙
を
見
れ
ば
白
狐
化
し
て
阿
部
の
保
名
が
つ
ま
と
な
り
て
童
子
と
い
ふ
子
を
産。
い
と
け
な
き
よ
り
オ
知
人
に
こ
へ
た
り。
こ
れ
を
晴
明
と
い
ふ。
し
か
る
に
母
の
く
ず
の
葉
が
化
の
あ
ら
は
れ
し
を
は
ぢ
ら
へ
す
み
か
へ
帰
り
し
こ
と
の
み
に
て
易
道
の
事
は
な
し。
せ
い
め
い
入
固
し
て
文
珠
袖
裏
升
の
天
理
を
ま
な
び
暦
算
推
歩
の
術
に
い
た
り
し
ゅ
へ
道
満
法
師
と
あ
ら
そ
ふ
事
あ
り
と
い
ふ
は
な
し
に
た
よ
り
て
宇
治
拾
遺
物
語、
東
斎
随
筆、
又
は
十
訓
集、
或
は
耀
山
子
の
撰
る
晴
明
伝
等
に
述
る
所
の
あ
ら
ま
し
を
今
様
に
と
り
あ
は
せ
狂
言
綺
語
に
あ
や
な
し
て
児
女
の
翫
に
な
し
て
春
興
の
美
笑
を
催
す
事
に
な
り
ぬ
。
序
文
に
拠
れ
ば、
本
書
は、
晴
明
物
語
の
う
ち
で
信
太
妻
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
部
分
は
除
き、
晴
明
が
入
圃
し
て
か
ら
以
後
の
話
を
扱
う
と
言
う。
こ
こ
で
い
う
信
太
妻
と
は、
古
浄
瑠
璃
正
本
『
し
の
だ
づ
ま
』
（
延
宝
二
年
刊）
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
が、
こ
の
正
本
が
扱
う
の
は、
先
の
一
章
で
述
べ
た
⑪
の
部
分
で、
仮
名
草
子
『
安
倍
晴
明
物
語』
の
巻
ニ
ノ
三
か
ら
巻
ニ
ノ
七
に
あ
た
る。
そ
し
て、
本
書
が
そ
の
大
筋
と
す
る
の
は
因
の
部
分
で、
『
安
倍
睛
明
物
語』
巻
ニ
ノ
八、
巻
三
ノ
一
・
ニ
に
あ
た
る。
ま
た、
こ
の
部
分
は、
『
本
朝
神
社
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考
』
の
晴
明
伝
と
も
重
複
す
る。
序
文
に
言
う
「
罹
山
子
の
撰
る
晴
明
伝」
と
は、
こ
の
『
神
社
考』
の
こ
と
な
の
で
あ
る。
よ
っ
て、
本
書
は、
『
神
社
考
』
を
典
拠
と
す
る
と
考
え
ら
れ
る。
し
か
し、
細
い
点
に
つ
い
て
見
る
と、
青
本
『
阿
部
晴
明一
代
記
』
で
は、
入
開
し
た
晴
明
が
修
行
成
っ
て
帰
朝
の
時、
伯
道
が
な
ん
ぢ
此
う
へ
は
三
つ
の
い
ま
し
め
あ
り。
酒
を
の
む
事
な
か
れ。
を
ん
な
に
心
ゆ
る
す
事
な
か
礼。
し
い
て
も
の
A
か
け
を
す
る
事
な
か
れ。
と
三
つ
の
戒
め
を
与
え
る
が、
こ
の
戒
め
が
『
神
社
考
』
に
は
記
さ
れ
な
い。
今、
同
話
を
扱
う
『
筐
慕
抄
』
『
安
倍
睛
明
物
語
』
『
泉
州
信
田
白
狐
伝
』
に
つ
い
て
見
て
み
る
と、
次
の
よ
う
に、
そ
れ
ぞ
れ
に
記
載
が
あ
る。
其
ノ
後
清
明
帰
朝
セ
ン
ト
ス
ル
時、
清
明
二
伯
道
ヨ
リ
三
ノ
制
メ
ヲ
蒙
ム
ル。
―
ニ
ハ
七
ノ
子
之
妻
二
意
許
ス
可
カ
ラ
ズ。
ニ
ニ
ハ
大
酒
ノ
事、
（
注
17
)
三
ニ
ハ
行
論、
此
ノ
三
ノ
制
ヲ
請
ケ
帰
朝
ス
ル
也。
『
置
簗
抄
』
日
本
に
帰
朝
す
べ
し
と
て、
重
ね
て、
三
つ
の
い
ま
し
め
を
の
べ
ら
る。
一
に
は
七
の
子
は
な
す
と
も、
妻
に
心
を
ゆ
る
す
べ
か
ら
ず。
二
に
は
大
酒
を
す
べ
か
ら
ず。
三
に
は
片
落
の
論
を
す
べ
か
ら
ず。
汝一
生
の
（
注
18)
う
ち、
此
三
を
か
た
く
つ
�
し
ま
ば
行
末
め
で
た
か
る
べ
し。
『
安
倍
晴
明
物
語
』
帰
朝
ノ
イ
ト
マ
ヲ
タ
マ
フ
此
ト
キ
三
禁
ア
リ。
―
ニ
ハ
大
酒
ヲ
禁
ジ
タ
マ
フ。
ニ
ニ
ハ
女
犯
ヲ
禁
ジ
タ
マ
フ。
三
ニ
ハ
片
落
ノ
論
ヲ
禁
ジ
玉
フ。
若
コ
ノ
三
ツ
ノ
内一
ツ
モ
オ
カ
サ
バ
災
ソ
ノ
月
ヲ
出
ズ。
三
ツ
犯
サ
バ
災
其
日
ヲ
出
ズ。
『
泉
州
信
田
白
狐
伝
』
本
箇
所
の
比
較
に
於
い
て
は、
三
つ
の
戒
め
の
順
序
と
い
う
点
で、
『
泉
州
信
田
白
狐
伝
』
の
記
述
が
青
本
に
近
い。
し
か
し、
表
現
の
類
似
と
い
う
点
で
焼
が
あ
る。
青
本
『
阿
部
睛
明一
代
記
』
は、
こ
れ
以
外
の
書
に
拠
っt
た
如
く
で
あ
る
が、
実
は、
こ
れ
と
同
じ
説
話
を
載
せ
る
も
の
が
あ
る。
こ
れ
も
よ
く
行
な
わ
れ
た
『
広
益
俗
説
弁
』
（
正
・
後・
遺
編
享
保
二
年
刊）
に
載
る「
阿
倍
晴
明
道
満
に
殺
さ
れ
蘇
生
し
て
道
満
を
う
つ
説」
と
い
う
の
が
そ
れ
で
あ
る。
（
注
19
)
次
に、
三
つ
の
戒
め
を
記
し
た
部
分
を
あ
げ
る。
伯
道、
晴
明
を
い
ま
し
む
る
にへ
酒
を
飲
む
こ
と
な
か
れ、
女
に
心
ゆ
る
す
こ
と
な
か
れ、
し
ひ
て
賭
す
る
こ
と
な
か
れ
と
い
ふ
三
事
を
以
て
す。
戒
め
の
順
序、
表
現
と
も
に、
青
本
と
よ
く
類
似
す
る。
さ
ら
に、．
こ
の
三
つ
の
戒
め
を
こ
と
ご
と
く
破
っ
た
た
め
に
死
ん
だ
睛
明
を
蘇
生
さ
せ
た
伯
道
が
道
満
の
も
と
へ
行
き
問
答
す
る
場
面
を、
三
書
に
よ
っ
て
比
較
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
り、
『
広
益
俗
説
弁』
の
記
述
が
青
本
に
よ
り
近
い
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る。
カ
ニ
テ
於＞
是
道
到
孟追
満
宅
面回
曰。
晴
明
在
否。
満
答
曰。
古
有
J一
其
人→
今
レ
リ
ノ
ノ
7
ツ
ノ
ニ
成
碩
家→
伯
道
曰。
我
知＝一
其
人
在二
竹
林
中→
汝
可二
尋
来→
『
本
朝
神
社
考』
と
も
な
ひ
て
道
満
が
宅
に
い
た
り、
伯
道
ま
づ
入
り
て、
此
家
に
晴
明
あ
り
や
と
問
ふ。
道
満
こ
た
へ
て、
い
に
し
へ
そ
の
ひ
と
あ
り。
い
ま
は
墳
家
と
な
れ
り
と
言
ふ。
伯
道
い
は
く、
わ
れ
そ
の
ひ
と
の
竹
林
に
あ
る
を
見
た
り。
汝
急
ぎ
尋
ね
き
た
る
べ
し。
『
広
益
俗
説
弁』
そ
れ
よ
り
せ
い
め
い
を
と
も
な
ひ、
ど
う
ま
ん
が
い
ゑ
に
ゆ
き、
は
く
ど
う
ま
づ
た
づ
ぬ
る
は、．
此
い
ゑ
に
せ
い
め
い
あ
り
や
と
い
ふ。
ど
う
ま
ん
こ
た
へ
て、
そ
の
人
は
今
は
此
世
に
な
し
と
い
ふ。
は
く
ど
う
の
給
ふ
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は、
竹
林
の
う
ち
に
て
わ
れ
せ
い
め
い
を
見
た
り。
な
ん
ぢ
つ
れ
き
た
れ
と
い
ふ。
青
本
『
阿
部
晴
明一
代
記
』
青
本
『
阿
部
睛
明一
代
記
』
で
は、
晴
明
物
語
を
軸
に
据
え、
そ
こ
に、
元
良
親
王
及
び
志
賀
寺
の
上
人
と
京
極
の
御
息
所
の
話、
顕
光
が
道
長
を
恨
み
悪
霊
と
な
っ
た
話、
醍
醐
帝
の
堕
獄
瓢
が
組
み
入
れ
ら
れ
る。
こ
れ
ら
の
話
は、
序
文
に
そ
の
書
名
が
あ
が
る
『
十
訓
抄』
『
東
斎
随
筆
』、
又
は、
黒
本
・
青
本
作
者
が
よ
く
素
材
と
す
る
『
太
平
記』
に
載
り、
文
辞
の
比
較
よ
り、
そ
れ
ら
の
書
に
直
接
拠
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る。
し
か
し、
こ
れ
ら
は、
ま
た、
す
べ
て
『
広
益
俗
説
弁
』
に
も
記
さ
れ
る
の
で
あ
る。
さ
ら
に、
『
広
益
俗
説
弁』
の
晴
明
に
関
す
る
俗
説
を
記
し
た
条
の
評
で
は、
「
謹
山
子
の
捩
べ
る
晴
明
伝
に
も」、
「
故
事
談、
宇
治
拾
遺
物
語、
東
斎
随
筆
等」
と
書
名
を
掲
げ
て、
そ
の
妄
説
な
る
こ
と
を
熊
じ
る
が、
こ
れ
が
本
書
序
文
の
引
用
書
を
想
起
さ
せ
る。後
述
す
る
よ
う
に、
確
か
に、
本
書
は
『
本
朝
神
社
考
』
を
そ
の
典
拠
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る。
し
か
し、
本
書
の
作
者
は、
ま
た、
序
文
に
掲
げ
な
い
『
広
益
俗
説
弁』
を
も
そ
の
典
拠
と
し
て
い
た
の
で
あ
る。
そ
し
て、
こ
の
こ
と
は、
さ
ら
に、
序
文
に
明
示
し
な
い
も
の
を
も
典
拠
と
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う。
と
こ
ろ
で、
こ
の
組
み
入
れ
ら
れ
た
説
話
の
う
ち
醍
醐
帝
の
堕
獄
靡
は、
早
く
『
扶
桑
略
記
』
第
二
十
五
所
引
「
道
賢
上
人
冥
途
記」
に
記
さ
れ、
『
宝
物
集』
巻
二、
『
沙
石
集
』
巻
八、
『
真
言
伝』、
『
太
平
記
』
巻
二
十
六
・
三
十
五
な
ど
の
諸
書
に
も
伝
え、
ま
た、
『
北
野
天
神
縁
起
』
の
諸
本
の
中
に
も、
こ
の
話
を
扱
う
も
の
が
あ
る。
青
本
『
阿
部
晴
明一
代
記』
の
場
合、
日
蔵
六
道
廻
り
は、
本
文
の
類
似
よ
り
『
十
訓
抄
』
第
五
に
拠
る
こ
と
明
ら
か
で
あ
る。
し
か
し、
こ
の
日
蔵
の
話
が
語
ら
れ
る
二
十一
丁
表
か
ら、
文
子
の
託
宣
が
描
か
れ
る
二
十
四
丁
表
ま
で
の
展
開
が、
先
に
あ
げ
た
書
の
う
ち
の
『
天
神
縁
起
』
と
類
似
す
る
の
で
あ
る。
も
っ
と
も、
こ
の
展
開
の
類
似
は、
典
拠
と
し
て
あ
げ
る『
本
朝
神
社
考
』
「
北
野」
の
条
に
拠
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る。
し
か
し、
次
に
示
す
よ
う
に、
『
神
社
考
』
と
青
本
で
は、
北
野
社
創
建
に
関
す
る
文
子
の
託
宣
の
内
容
に
相
違
が
あ
る。
天
塵―一
年
七
月
十
六
日。
託ー一
右
京
七
條
坊
婢
文
子
認
緊
棲二
右
近
馬
場
f
『
本
朝
神
社
考
』
て
ん
け
い
三
ね
ん
の
こ
ろ、
か
ん
せ
う
じ
ゃ
う
あ
や
こ
と
い
ふ
小
児
に
た
く
し
て
の
た
ま
わ
く、
て
い
し
ん
公
は、
し
へ
い
の
弟
な
れ
ど、
わ
が
さ
せ
ん
を
ふ
か
く
な
げ
き、
い
ん
ぎ
ん
の
む
す
び
あ
り
し
ゅ
へ
、
な
を
ゆ
く
す
へ
ま
も
ら
ん
と
の
給
ひ、
ま
た、
き
た
の
う
こ
ん
の
ば
A
に
す
ま
ん
と
し
ん
ち
ょ
く
を
く
ち
ば
し
り
け
り。
青
本
『
阿
部
晴
明一
代
記
』
道
真
の
霊
が、
貞
信
公
と
そ
の
子
孫
を
守
護
し
た
こ
と
は、
は
や
く
『
北
野
天
神
御
託
宣
記
文
』
（
恩
頼
堂
文
庫
蔵）
所
収
の
「
正
暦
元
年
十
二
月
四
日
御
託
宣
記」
に
記
さ
れ
る
が、
『
天
神
縁
起
』
と
し
て
も
っ
と
も
古
い
書
写
年
代
を
有
す
る
『
天
神
記
』
（
建
久
本）
で
は、
天
徳
三
年、
貞
信
公
の
子
九
条
師
輔
が、
北
野
の
社
壇
を
造
営
し
た
こ
と
と
あ
わ
せ
記
さ
れ、
そ
の
内
容
は
次
の
よ
（
注
20)
う
で
あ
る。菅丞
相
の
鎮
西
へ
く
だ
り
給
け
る
時、
貞
信
公
は
本
院
の
大
臣
の
御
お
と
A
に
て
右
大
臣
に
て
ま
し
／
＼
き。
さ
ら
に
子
の
上
の
謀
計
に
と
も
な
は
ず、
菅
丞
相
と
心
を
一
に
て、
た
が
ひ
に
消
息
を
か
よ
は
し
て、
へ
だ
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つ
こ
A
ろ
ま
し
ま
さ
ず。
こ
の
ゆ
ゑ
に
貞
信
公
と
は
ね
ん
ご
ろ
に
契
を
む
す
び
て、
こ
と
に
御
一
家
を
ま
も
り
さ
い
は
へ
給
へ
ば、
家
門
に
摂
政
た
え
ず
し
て、
天
下
を
ば
心
に
ま
か
せ
給
た
れ。
こ
の
記
述
は、
建
久
本
系
統
の
写
本
・
絵
巻
に
継
承
さ
れ
て
い
く。
よ
っ
て、
青
本
の
作
者
が、
こ
の
う
ち
の
一
本
を
見
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が、
こ
れ
ら
『
天
神
縁
起
』
に
よ
る
天
神
信
仰
の
流
布
け、
中
世
か
ら
近
世
初
（
注
21)
期
に
か
け
て
で
あ
る
と
い
う。
そ
の
た
め
か、
度
安
元
年
の
刊
本
『
天
神
本
地
』
（
明
治
期
に
入
る
ま
で、
諸
所
の
書
婢
か
ら
印
行
さ
れ
た
）
に
は、
既
に
、
こ
の
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し、
近
世
期
に
入
る
と、
こ
の
『
天
神
緑
起
』
に
替
わ
っ
て、
天
神
信
仰
の
神
道
語
釈
が、
そ
の
秤
本
ま
た
は
読
み
物
と
し
て
書
写
伝
来
し
た
『
菅
家
瑞
応
録
』
と
い
う
書
が
流
布
し
て
い
く。
巾
村
幸
彦
氏
に
よ
る
と、
こ
の
事ロ
は、
近
松
の
『
天
神
記
』
（
正
徳
四
年
正
月
大
坂
竹
本
座
初
演
）
に
一
部
流
用
さ
礼、
先
に
あ
げ
た
『
菅
原
伝
授
手
習
鑑
』
の
材
料
と
な
り、
さ
ら
に
、
謡
釈
師
吉
田
天
山
の
『
北
野
実
伝
記
』
（
安
永
八
年
序）
の
素
材
と
も
な
っ
た
と
い
（
注
22)
う。
浄
瑠
璃
作
者、
請
釈
師
に
素
材
を
提
供
し
た
こ
の
曹
は、
ま
た、
青
本
作
者
の
目
に
と
ま
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
今、
こ
の
書
の
一
写
本
で
あ
る
菅
家
文
（
注
23)
庫
蔵
本
に
つ
い
て、
貞
信
公
の
記
述
を
み
る
と、
上
巻
「
時
平
菅
公
ノ
門
弟
子
ヲ
放
遂
セ
ン
ト
企
ル
事
」
の
本
文
の
評
と
し
て
次
の
よ
う
に
あ
る
。
慈
鎮
愚
管
抄
二
云
ク、
時
平
コ
ソ
角
ク
心
モ
悪
ケ
レ
、
貞
信
公
ハ
弟
二
テ
有
ケ
レ
ド
モ
、
菅
公
ノ
筑
紫
ヘ
ヲ
ワ
シ
マ
シ
ケ
ル
ニ
モ
、
内
々
二
御
音
信
ヲ
巾
サ
レ
ケ
ル
。
『
菅
家
瑞
応
録
』
の
全
写
本
に
あ
た
ら
な
い
と
何
と
も
い
え
な
い
が
、
あ
る
写
本
に
は、
貞
信
公
の
こ
と
が、
評
と
し
て
で
は
あ
る
が
記
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
『
当
世
問
は
ず
語
り
』
（
明
和
元
年
刊
）
巻
五
に
「
町
道
場
の
夜
談
義
で
中
将
0
0
 0
 
0
0
0
 0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
姫
ぎ
や
う
で
う
記、
あ
る
ひ
は
か
ん
せ
う
じ
ゃ
う
の
御
ゑ
ん
ぎ
な
ど
と
高
座
へ
（
注
24)
上
り
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
当
時、
『
菅
家
瑞
応
録
』
は、
勧
化
本
『
中
将
姫
行
状
記
』
（
享
保
十
五
年
刊
）
な
ど
と
と
も
に
講
釈
と
し
て
も
な
さ
れ
て
い
た
。
あ
る
い
は、
貞
信
公
の
こ
と
も、
講
釈
の
折
に
は
色
を
つ
け
て
話
さ
れ
て
お
り、
そ
れ
を
青
本
作
者
が
耳
に
と
め
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し、
以
上
に
あ
げ
た
『
天
神
縁
起
』
『
菅
家
瑞
応
録
』
で
は、
首
尾
一
貫
し
て
道
真
に
関
す
る
こ
と
の
み
が
述
べ
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し、
本
書
の
場
合、
睛
明
の
物
語
が
述
べ
ら
れ
て
き
て、
二
十
一
丁
以
下
に
至
っ
て
突
如
道
真
に
関
す
る
話
と
な
る
。
こ
こ
で、
『
泉
州
信
田
白
狐
伝
』
に
つ
い
て
み
る
と、
安
部
の
菫
子
が
禁
廷
の
異
常
を
占
う
の
を
と
り
な
す
の
が
貞
信
公
で
あ
り、
延
喜
帝
堕
獄
諏
は
な
い
が、
天
長
八
年
の
雷
災、
天
徳
四
年
の
大
内
炎
上、
応
和
元
年
の
後
涼
殿
震
動
と
村
上
天
皇
の
御
悩
を、
当
君
が
醍
醐
帝
の
十
四
子
で
あ
る
た
め
に
菅
丞
相
の
霊
が
崇
を
な
し
た
も
の
と
晴
明
が
見
抜
き、
貞
信
公
の
奏
間
に
よ
っ
て
、
そ
の
霊
に
太
政
大
臣
一
位
を
与
え、
北
野
に
社
を
設
け
て
西
方
大
威
徳
天
満
大
自
在
天
神
と
し
て
祭
っ
た
と
し
て、
そ
の
評
に
次
の
よ
う
に
言
う。
時
ノ
関
白
忠
平
公
ハ
正
シ
キ
藤
原
ノ
時
平
公
ノ
弟
君
ニ
テ
共
二
相
国
頼
実
公
ノ
御
子
ナ
リ
。
然
レ
ド
モ
時
平
ハ
菅
承
相
ヲ
證
シ
タ
マ
ヒ
テ
悪
名
ヲ
末
代
二
流
シ
、
忠
平
公
ハ
兄
君
ノ
ア
ヤ
マ
リ
ヲ
知
テ
菅
承
相
二
贈
官
ヲ
奏
シ
テ
終
ニ
ソ
ノ
身
モ
太
政
大
臣
摂
政
関
白
ヲ
兼
タ
マ
ヒ
後
二
貞
信
公
卜
号
ス
。
安
部
間
明
が、
貞
信
公
に
仕
え
菅
公
の
霊
を
鎮
め
る
役
を
担
っ
た
と
す
る
の
は、
勿
論、
史
実
に
相
違
す
る
が、
こ
れ
を
作
り
物
語
と
し
て
読
む
と
き、
そ
こ
に
破
綻
は
な
く、
賄
明
物
語
の
中
に
天
神
説
話
が
う
ま
く
取
り
込
ま
れ
て
い
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る。
そ
れ
に
対
し、
青
本
『
阿
部
間
明一
代
記』
の
場
合、
貞
信
公
は、
五
丁
表
に
物
語
の
展
間
と
何
ら
閃
係
な
く
登
以
し、
ま
た、
二
十一
丁
以
下
が、
こ
れ
も
突
如、
天
神
濁
話
と
な
っ
て、
文
子
の
詑
宣
の
中
で、
貞
信
公
の
こ
と
が
面
ら
れ
る。
間
明
物
語
と
天
神
壻唸叫
の
つ
な
が
り、
そ
こ
に
於
け
る
貞
信
公
の
役
割
が
明
確
で
な
い
の
で
あ
る。
こ
の
物
語
の
均
衡
を
破
っ
て
ま
で
し
て、
天
神
説
店
を
組
み
入
れ
た
迎
由
は、
何
な
の
で
あ
ろ
う
か。
そ
こ
に
は、
や
は
り
『
泉
州
信
田
白
狐
伝』
の
影
碧
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る。
文
政
二
年、
上
方
で
出
版
さ
れ
た
読
本
『
詮
本
輪
廻
物
諾』（
東
麓
畠
山
保
朗
圃）
は、
『
安
倍
仲
麿
人
店
記』
『
泉
州
信
田
白
狐
伝』
の
二
位
を一
っ
と
し
挿
絵
を
加
え
た
作
品
で
あ
る。
馬
琴
の
稗
史
も
の
を
中
心
と
し
て
江
戸
前
の
読
本
が
隆
盛
の
極
み
に
逹
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
の
時
期
に、
上
方
で
勧
化
本
を
索
材
と
す
る
作
品
が
生
ま
れ
た
こ
と
は、
確
か
に、
上
方
出
版
界
の
切
体
ぶ
り
を
（
注
25
)
示
し
て
い
る
と
い
え
る。
し
か
し、
こ
の
こ
と
は、
『
安
倍
仲
磨
入
白
記』
『
呆
州
信
田
白
狐
伝』
の
二
書
が、
な
お、
人
気
作
で
あ
っ
た
こ
と
を
も
考
え
さ
せ
（
注
26
)
る。
ま
た、
『
〗
麟
阿
部
保
名』
（
叫
治
三
十
年
其
中
堂
古
店
刊）
は、
後
年
の
も
の
で、
十
夜
に
わ
た
る
連
続
□
狐
の
形
式
を
と
る
作
品
で
あ
る
が、
「
演
義
体
の
物
と
て
は
安
部
仲
麿
入
円
出、
呆
州
信
田
白
狐
伝、
安
部
貼
明
伝、
VAに
本
輪
廻
物
紐」
と
し
て、
二
書
の
名
を
あ
げ
て
い
る。
こ
の
よ
う
に
後
続
の
作
品
に
影
警
を
与
え
た
二
作
品
は、
そ
の
刊
行
当
時
も
広
く
享
受
さ
れ
た
こ
と
と
息
わ
れ
る。
『
吉
俯
大
臣』
『
阿
部
晴
明一
代
記』
と
も
に
鱗
形
屋
を
そ
の
版
元
と
す
る。
励
化
本
の
性
格
上、
作
者
自
身
が
説
教
の
席
で
耳
か
ら
仕
入
れ
た
可
能
性
も
あ
る
が、
あ
る
い
は、
『
安
倍
仲
麿
入
鷹
記』
『
泉
州
信
田
白
狐
伝』
の
好
評
を
察
し
た
版
元
が、
作
者
に
そ
れ
を
提
供
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る。
い
ず
れ
に
し
ろ、
時
流
の
人
気
作
を
す
ば
や
く
と
士
口廂
五
ロ
=
＝-
a
 
り
い
れ
た
の
が、
『
吉
備
大
臣』
『
阿
部
睛
明一
代
記』
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
、
I
0
 本
稿
に
於
い
て
は、
勧
化
本
の
う
ち
『
安
倍
仲
麿
入
肘
記』
『
泉
州
信
田
白
狐
伝』
の
二
作
品
の
影
轡
が
見
ら
れ
る
黒
本
、
青
本
の
み
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
て
き
た。
こ
の
同
じ
作
者
に
よ
る
『
勧
化
五
衰
殿』
『
勧
化
五
衰
殿
附
録』
（
宝
暦
七
年
刊）
が、
黒
本
『
五
衰
殿
熊
野
本
地』
（
鳥
居
消
訥
画
・
宝
暦
十
一
年
鱗
形
屋
刊）
に
影
轡
を
与
え
た
可
能
性
に
つ
い
て
は
別
稿
に
於
い
て
か
つ
（
注
27
)
て
述
べ
た。
ま
た、
黒
本
『
殺
生
石
水
晶
物
語』
（
圃
者
未
詐
・
明
和
七
年
鱗
形
屋
刊）
は、
玉
藻
前
説
語
を
扱
っ
た
作
品
で
あ
る
が、
そ
の
中
に
「
白
狐
通
に
曰
く」
と
い
う
詞
章
が
見
え、
こ
れ
な
ど
も
同
じ
索
材
を
扱
う
『
勧
化
白
狐
遥』
（
単
湖
作
・
明
和
三
年
刊）
が
反
映
し
た
も
の
と
受
け
と
れ
よ
う。
さ
ら
に、
黒
本
『
七
小
ま
ち』
（
両
者・
刊
年
未
詳
．
鱗
形
屋
刊）
は、『
西
鶴
織
留』
（
注
28
)
を
典
拠
と
す
る
が、
そ
の
終
丁
に
は、
謁
釈
師
と
「
翡
上
七
小
町
か
う
し
や
く」
と
い
う
看
板
が
揺
か
汎、
こ
こ
に
も、
講
訳
と
し
て
行
な
わ
れ
て
い
た
幼
化
本
『
小
野
小
町
行
状
記』
（
大
江
文
披
作
・
明
和
四
年
刊）
の
影
響
が
認
め
ら
机
る。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と、
他
に
勧
化
本
と
し
て
分
類
さ
れ
る
『
苅
萱
道
心
行
状
記』
『
隅
田
河
裳
池
伝』
『
文
覚
上
人
行
略
紗』
『
弥
陀
次
郎
発
心
伝』
『
三
芙
太
夫
盛
衰
録』
な
ど
に
つ
い
て
も、
そ
れ
と
同
じ
語
柄
を
扱
う
黒
本・
青
本
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る。
鳥
琴
が、
そ
の
著
『
石
言
遺
酵』
で、
勧
化
本
『
小
夜
中
山
霊
鐙
記』
（
買
延
元
年
刊）
を、
一
篇
の
骨
子
と
し
た
の
が
文
化
二
年、
ま
た、
同
じ
年、
山
東
京
伝
は、
勧
化
本
『
勧
善
桜
姫
伝』
（
明
和
二
年
刊）
に
拠
っ
て、
『
桜
姫
全
36 -
伝
曙
草
紙
』
を
創
作
し
た。
読
本
作
者
が、
勧
化
本
に、
和
漠
雅
俗
混
滑
文
と
し
て
の
文
体、
長
篇
小
説
と
し
て
の
構
成、
史
円
古
典
か
ら
の
取
材
方
法、
一
節
を
流
れ
る
囚
呆
応
賛
観
を
学
ん
だ
の
に
対
し、
黒
本
・
両
本
の
場
合
は、
趣
向
へ
の
興
味
と
い
う
表
面
的
な
摂
取
に
と
ど
ま
る
。
し
か
し、
こ
の
よ
う
な
創
作
態
度
は、
ま
た、
同
時
期
の
勧
化
本
を
す
ば
や
く
取
り
入
れ
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
と
も
い
え
よ
う。
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